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  ln order  te grasp the state of possessiori and  use  of  the durable consumer  goods in the house with

fixed rooTn  arrangenient  as  wel]  as  how  differently those roorns  canie  Lo be used,  I conducted  the

present investigatien to  make  a comparative  stud.v  of  the  previoLis investigatien  made  22 years  ago  or

1972, and  the follo"ings are  the  results  ei rny  study/

  1) Of the sunny  Tooms  racing the balcoay, regardless  of  Toom  ai'rangement,  Lhe one  clase  te the

kitchen is used  as  the family's public space.  On the other  hand, those  aivay  frem  the  sunny  side  are

used  as the fnmily's private space  sueh  zs  a bedroom  and  ie}igious  service.  Room  A, in a  3 DK

arrangement,  is often  used  as a  dining  room  in most  fan"Lies, but the dnting  room  offers  different

aspects  depeJiding on  its size  per  se,  the famil.y makeup,  ho"' meal  is taken,  and  how  it is counected

"tth  other  rooms,

  2) Room  A, wiiere the  rate  of  plaeing  iurnitvre  Ls liigh, serves  a]so  as the poreh  and  the entrance  to

the  bathroom. Together ivith  roonL  B, "hich  is not  spacious,  Room  A  poses  problems  regarding  the

aTrarlgementoffurniture.

  3) The  possession and  arrangement  of  furniture in respective  rooms  seem  to be correspondingly

determined  by the living behaviors in those  rooms.  The  clining  furniture, sofas  aJid  beds are

dete]'inined by. room  arrangernent  and  the  size  of  respective  reoms.

  4) The  basic furniture possessed  by faini]F, is difficn]t to be affected  by  the  family ;nakellp,  size  of  the

familv and  trend oi the time. At the sanie  time, {here  are  the pieces of  furniture, aequired  in    'accoTdance
 "ith  respective  life stage  such  as  rhe groirth of  children  as "ell as the  aging  of  the fanuly

members,  There are  a]so  pieces of  funLture needed  by  the change  of  farnily lifestyle and  use  of rooms.

  5) It shoLild  be lloted  that there aTe  some  equipmeiit  ivith  novet  fLmcttoRs such  as  personal

cornputers  and  "ord  processors. There  is a  need  of  space  to install those  new  eqnipmenL

  6) The  present  investigation fnund a larger number  of  siinp]e  furniture  and  furnjture wiIh plural

functions than  22 years ngn.  Those  furnlture desinged for sitting  lifestyie is disappearing,

  7) The  above  tendency  -es  also  observ(id  in the thirteell faintlies uho  had centinued  to live at  the

samc  place  uver  m.v  previous  investigations.

                         CReceived Muy  6, 1997/ Accepted  in revLsed  form  Deceniber 4, 1997)
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　 1，緒　　言

　近年，家具を中心 と した 耐久消費財は，十分に市場

に 出回 IJ，選択性が 高 くな っ て い る．さ ら に ，物保有

に つ い て の 価値観の 変化や 椅子式牛活 の 定着に よ り，

物 保有率が高くな i］ 、多くの 家具等に 囲 まれ た
’ki占

を営ん で い る
．
．

　 こ れ ろの 家具を中心 と した剛久消費財 は，住空間内

で の 占有率が 高 い こ とか ら，そ れ 自体機能的で あ っ て

も 住空間 との 関係が 不都合な場 合，本来の 機能 を十分

に 果たせ な くな っ た り，生活様式を拘束す る こ ととな

る ．L か し，住空間は ます ます限定され て い る こ とか

ら，家具を中心 と し た 耐 久消費財 の 保有や 使用 を考慮

に い れ て有効に使 うこ とが望 まれ て い る ．

　そ こ で ，今報告 で は，22 年 前 （1972年） の 調査
’

と比較 し，間取 りの
一

定 した住宅 に お け る 家具 を 中心

と した耐久消 費財 の 保 4」
』
状 況 の 変化 を 把握 し，生活上

必要な 家具等 の 定性化を試み ，家族生活 との 関連性 か

ら ラ イ フ ス テ
ー

ジ ご と に 出現す る課題．また ，住 宅 タ

イプ をめ ぐる 課題 を明らか に し，家具 を中心 と し た耐

久消費財 の 保有 と住 生活の あり方を考え よ う とす る も

の で あ る ．

　2 ，研究方法

　
1：1｝ 調査対象地お よ び 対 象住宅

　調査対象砲は 前回 の 調査地 で あ る 広島市営東浄団地

の 第
一

種住 宅 で あ る ，こ の 団地 は 広 島駅 か ら パ ス で

20 分前後 の 距離 に あ り，1970年か ら入居が 始ま っ た

建築後 25 年 の 階 段室型．片廊 下 ツ イ ン 型 の 28棟か ら

なる 中層住宅団 地 で あ る ．間取 りは 3K ，3DK の 2

種類で あ り， こ こ で は前者を 3K タ イプ，後者 を 3
DK ダ イ ブ とす る，こ の 団地 を調査地 と L た の は 当時

の 最 も新 し い タ イ ブ で あ り，また，増築，増昧 が 不 可 能

で あ る こ とか ら，生活財保有
’
に つ い て の 問 題 が最 も現

れ や す い と考えた か ら で ある．平面図は図 1 に 不 す と

お りで ，室面積は 3K タ イプが 46．69m2
，
3DK タ イプ

が 50．01m ⊃
で あ る ．以後，台所を A 室，3 畳 の 部屋 を

B 室，台所 に 接 し，またバ ル コ ニ ー
またはい りか わ に 面

した 6 畳，また は 4．5畳 の 部犀を C 室，6畳 の 部 屠を

D 室 とす る ．A 室を除 い て 畳敷きの 和室で あ る．

　〔2） 調査対象者

　調 査対象者 は 入届世帯 の 主婦 または そ れ に 代 わ る 人

で あ る．

　（3）　調査方法

　調査方法は 留 め 置 き自記法に よ る ア ン ケ
ー

ト調査 で

　 へ 、　 t 　F・・

n

o

1所

Y

冶 王

2K タ ノ ブ 　　　　　　　　　 3DK タ イプ

　 　　 　 　 図 1．住宅 y イ フ
：

あ る，有効数は 3K タ イ プ 109票，3DK タ イブ 36 票，

計 145票 で ，回収率は 6g％ で あ る．

　（4
 

　調査 内容

　調査 内容は 前同調査 と比較する た め，前回と同 じ く，

室の 使 い 方 ，室内 の床面積を占め る と思われ る家具 を

中心 と した 耐久消費ig
’
　・i　2 種の 保有の 有無，使 用場所，

使用者，入手時期や入手方法で ある．前回調査 の 調査

内容は 鈴木 の ア ン ケ
ー

ト票 を 参考 に し た もの で あ る
‘ ，

前 回選定 した 耐久消 費財 は 50 種で ある が，今回は そ

の 中 で ，近年小型化 して い た り，床 面専有が低 くな っ

て い る 品目 を除 く
一

方，新た に 市場 に 出回 りだ した 品

目を加 え て 42 種を選定 した．

　  　調査時期

　調 査時期 は 1994 年 10 月 で あ る 乱前 回調査 は 1972
｛卜6 月，，

　3 ，結果お よび考察

　〔D 　対象家族お よ ぴ住宅の 概要

　22 年 前 と 今回 の 対象家 族お よび住宅の 概要 は 図 2
に 示 す とお りで ある，住宅 タ イプ問で 大差が な い の で

全体 と し て み る こ と とす る．今回調査 で は夫 の 年齢は

・10歳以上 が 5g％ t 妻は 40 歳以 上 が 61％ で あ 1），夫

の 平均 年齢は 46，2歳，妻は 44．3 歳 で あ る ，平均家族

人数 は 3，0 人 で
， 親 と未成年の 子 か ら な る 核家族 は43

％ で ある ，また，小学生以 bの 子 どもの い る家族は 34
％ と 少 な く，未 成年の 子 の い な い 家庭が 51％ み られ

る ，22 年前で は 夫 の 平均年齢は 33．2 歳，妻は 30．4叢
で あ 1）　i 平均家族 人数 は 3、6 人 で，ま た ，就学前 の 子

は 64％ で あ っ た こ とか ら す る と
， 今回 は夫婦の 年齢

が 高 まり，家族人数が 減少 し，夫婦 の み や 成人中心 の

家族が増 加 して い る，

｝10 ・440
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図 2，対 象家族 お よ び住宅 の 概要

　現住宅 入 居前 の 住宅 は 両調査共 に 民営借家が最 も多

く，入 ｝、号年 は 1974年以 前 が 2896，1975−・1984年が

29％ ，1985年 以 降 が 40％ で あ り，建築 当時 か ら入居

して い る 家庭 が g ％ ，入 居後 10 年以上 が 57％ み られ

る こ と は 入居後 の 移動 の 少なさを示 し，年齢構成 を高

め る要因 と な っ て い る．

　（2） 間取 り別 生 活行為室

　各 々 の 生活行 為 が ど の室で 行われ て い る か を 22 年

前の 結 果 と 共 に 間取 り別 に 図 3 に 示 した ．22 年前の

食事室 は 3K タ イ プ で は A 室 と G 室、3DK タ イ プ で

は A 室で あ っ た が ，そ れぞ れ O 室 と A ．C 室 の 利 用

に 移行 した，3K タ イプ で は 3 食と も約 7割が G 室 を

使 う よ うに な り，朝食，夕食の 室の 変更 は ほ と ん どみ

ら れ な い ．一
方 ，

3DK タ イプ で は朝食 は A 室 67％ と

G 室 33％ で あ る が ，夕食は A 室 42％ ，C 室 55％ と な

り， くつ ろ ぎを含 ん だ夕食は畳 敷 きの C 室 に 移 っ て

い る．3K タ イ プ の A 室 が 食事室 と して 用 い られ て い

な い の は ，3DK タ イプ に 比 べ て狭 く，A 室全 体 が 玄

開 ，衛生空 間．各室 へ の 通路 と な る ば か りで な く，玄

関か ら も食事場所が 目 に触れ や す い た め と考え ら れ る．

ど の 部 屋 を食事に 使用 して い る か に つ い て は カ イ 自乗

検定の 結果 ， 間取 り間に有意差 が み られ た．

　 就寝 は両 タ イブ と も に 差 が な く，そ れ ぞれ D 室 が

最 も よ く使われ て い る ．団 ら ん ，接 客 は 3K タ イプで

は 変化 して い な い が，3DK タ イプ で は D 室の 利用 は

少な くなり，ほ と ん ど C 室 で 行われ る よ うに な っ て

い る．

　読書 ・書き物や洗濯物 をた たむ ・ア イ ロ ン か けの家

事は 22 年 前に は B ，C，　 D 室 で行 わ れ て い た が
， 今

回は C 室中 心 に な っ て い る．バ ル コ ニ ーまた は い り

かわ に 面 した C，D 室の 使用 は ます ます増 え，日当た

りの よ い 室 を多目的に使 い ，大 半 の 行為を 1室で 行 っ

て い る．G 室は転用 して 用 い ら れ る事が 最も多 く，在

宅時の 家族 の 公的，私的行 為 の 両 面に用 い られ て い る ．

こ れ らの行為室と して 3DK タ イプ の 方が G 室の 利 用

が 多 く，また，A 室の 利用 もみ ら れ る こ と は ，　 A ，　 G

室 共 に バ ル コ ニ ーに 面 し て い る こ と や A 室が DK タ

イプで 食卓と椅子 を設 置 し て い る こ と に よ る ．団ら ん ，

接客，衣 に 関する家事作業 につ い て は カ イ 自乗検定 の

結果 ，間取 り間 に 有意差が み られ た ．

　子 ど もの 勉強に は 22年前 は B，C，　 D 室が 使 われ

て い たが，両 タ イ プ共 に B 室使用が多 くな っ て い る ．

B 室は 衣 に 関す る家事 に は用い ら れ な くな り，子 ど も

専用室，または家族人数が 少な い ときに は就寝に 用 い

ら れ て ，利 用が限定 し て い る ．

　生活行為別 に 室 の 使 い 方をみ る と，食事 に は A 室

ま た は G 室，就寝 に は D 室．団 らん ，接客，読書 ・

書 き物 ，ア イ ロ ン か け ・洗濯 物を た た む に は C 室，

子 ど もの 勉 強に は B 室が用 い ら れ る 傾 向 で あ る ．夫

の 読書 ・書き物 な ど の 私的行為 も団 ら ん や 接客 を行 う

C 室 で 行わ れ ，C 室 に生活行為が集 中 して い る こ と が

窺え る ．ベ ラ ン ダ また は い りか わ に 面 した G 室，D

室で は A 室に 近 い 室が 家族 の 集 ま る 公 的空 間，他方，

奥 ま っ た 室が私 的空間 とな り，就寝空問 の 独立性 を高

め る住 み 方とな っ て い る ．3DK タ イプ の A 室 はわず

か で あるが団 ら ん，接客 ，読書 ・書 き物お よ び ア イ ロ

ン か け ・洗濯物 を た たむ もみ られ，食事以外 の 用途に

　も用 い ら れ る傾 向 で あ る．

　 （3） 家 具数と平均保有率

　 1）　 保有総家具数

　 今同調査 の 保有 総家具数 は 3K タ イ プで は 最低 10

個，最 高 41 個，20 個 以 上 が 65％ で 平均 22．3 個，3

DK タ イプ で は最低 16個 ， 最 高 33 個 ，20 個 以上 が

73％ を占 め ，平均 22．5 個 で あ る．22年前に は 両 タ イ

　プ の 平均個数は 20．3個 ，
22．5個 で あ っ た こ とか らす

　る と，3K タ イプ で は 増加 の 傾向で ，両 タ イ プ間 の 差

　が 縮 まっ て い る．

〈441） 11］
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　2）　 平均 保有率

　今 回調査の 調査品 目 42 種 を保有率順に あげ る と表

ユの とお F］で あ る，両 タ イ プ ともに保有率 100％ 以 上
，

すな わ ち，複数保有 して い る の は テ レ ビ，洋服ダ ン ス ，

整理 ダ ン ス ，扇風機で ある．95％ 以 Lは 洗 濯機，ス ト

ーブ類、本棚，冷蔵庫，食器棚で ある．一
方，テ ィ

ー

テ
ー

ブ ル ．ソ フ ァ
ー

類 ，ベ ッ ド類，ベ ビーダ ン ス ，電

子 オ ル ガ ン ，ピア ノ 等 は 10％ 以 ドで あ り，ブ レ ザ
ー

ダ ン ス の 保 有 は ま っ た くみ ら れな い ．その うち，3K

タ イ ブ で は本 棚 ， ミ シ ン ，洋服掛け，電話 台 の ，3

DK タ イ ブで は勉強机 と椅子，食卓 と椅子
．
，衣裳ケ

ー

ス の 保有率が高 くな っ て い る ．

　22年前 と今 1司調 査 と の 保有率の 増 減 をみ る と表 2

の よ うに な る 、今回 の 方が増加 して い る の は テ レ ビ，

洋服 ダ ン ス ，扇風機の 複数保有品，計量米櫃，ワ ゴ ン ，

電話台，仏 壇，勉 強机 と椅子，電 子オ ル ガ ン ，な ど で あ

り，台所用台家具 の 増加は 著 し い ．和 ダ ン ス は保有率が

79％ で 洋服 ダ ン ス （126％ ：1 に 比 べ て 少 な い もの の ，2Z

年前 に は 68％ で あ っ た こ と か ら す る と 増加 の 傾 向で

あ る，妻の年齢が 高くなる に く）れ て保有率が高 くなる

こ と は ，和服着用 の 機会が増 加 して い る こ とが 窺える ．

　
一一

方，今回 の 方 が減少 して い る の は 電気 こ た つ
，

ス

ト
ー

ブ類の 暖房機器 ，
ち ゃ ぶ台，座卓 ・和机 の 床座家

具，鏡台類，ミ シ ン ，下駄箱 の 婚礼調 度品 ，
ベ ビー

ダ

ン ス ，ベ ビ ーベ ッ ドの 乳児用家具，ダブ ル ベ ッ ド，二

段 ベ ッ ドの べ ・
ノ ド類や

一一’
人掛 け ソ フ ァ

ー，テ イ
ー

テ
ー

ブ ル の 椅子座家具で あ る．そ して，年次変化の 少な い

の は 本棚，ピ ア ノ ，洗 濯機 ，
ス テ レ オ，長 ソ フ ァ

ー
，

冷蔵庫で あ り，今回調査 に は座卓と して の 機能を備え

た 家具調 こ た つ ， レ ン ジ台 ， 多目 的棚 で あ る 三段 ボ ッ

クス ．衣類収納の 基本的機能 の み の 洋服掛け，衣裳ケ

ース や パ ソ コ ン
・

ワ
ー

プ ロ ，な どの 前 回調査時以 降に

市場 に 出回 りだ した もの が出現 して い る ．

　 3：1 保有品の 変化

　表 2 か ら 保有品 の 変 化に つ い て み る と，座卓 ・和机，

ち ゃ ぶ 台等の 床座 家具 や 電気 こ た つ が 減少 し，家具調

こ た つ の 保 有率が 高い こ とは， 1年中室内に 出して使

うこ との で きる高級 な複数機能を備え た 種類 に 買 い 替

え られ て い る こ とを示 して い る ．電気 こ たつ は使用季

節外 の 収納空 間 の確保 の 困難 さや 出 し入 れ の億劫 さか

ら、季節 に 係 わ らず室内に 出 して使 う こ と の で きる多

機能 な 機器 の 利 用 を促 して い る．

　 ソ フ ア
ー

類 で は
一・

人掛け ソ フ ァ
ー

，
テ ィ

ー
テ

ー
ブ ル

の 減少 は ，セ ッ トで 入手 した もの が それぞ れ別々 に用

表 ユ．平 均保有率 （199翁

全 体 〔Fb　l 　 3K ．qo　1　3DK ［％ 〕 全体 1％ ：1　 3K （％ ｝　3DK （％ ）

〕．テ　レ　ビ

2．洋 服 ダ ン ス

3，整理 ダ ン ス

4．扇 風 機

5．洗 濯 機

6，　フ、｝
一ブ類

7，本 　 　棚

8，冷 蔵 庫

9．食 器 棚

10．下 駄 箱

11，和 ダ ン ス

12，家 具調 こ た つ

13．計 量 米 櫃

14．鏡　台　類

15、レ ン ジ台

16．　 ミ　シ　ン
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｝9．　
’
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・
子
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1．増 加 した 家具 類
，

表 2．平均保有率 の 変化

　　 　　 　　　3，ほ とん ど変化 して い な い 家具類

1972 199・i　　　l994− 1972

　 　 　 　 〔
Oo

　1

工9721

％ ：・
19941

％ 〕

計量 米櫃

ワ　ゴ ン

テ レ ビ

仏 　 壇

洋 服 ダ ン ス

サ イ ドポード

和 ダン ス

扇 層、機

電 rオル ガ ン

勉 強 机 と椅子

電 話 台

シ ン グル ベ ッ ド

食 器 棚

43

上

5898624841

211

、
⊥

016

（
∪

　

52

　

9

　

　

1
　
　
　
1
　
　
　
　

　
1

19046295904067−

3332371

　

6319

　

　

1
　
　
　

1
　

　

　

　
　
1

76998319766654211111 棚

ノ

機

才

 

庫

ア

濯

井

刀

蔵

本

ビ

洗

ス

長

冷

932gs4111100 768

ユ

ー

．
6

Q“
　

q冒

41Q

♂

4，1994年 調 査 1こ現 れ た 家具 類 （％ ｝

宰 5％ 以 ⊥ 差の ある 品目

家具 調 こ た つ

レ ン ジ台

三 段 ボ ソ ク ス

洋盟掛 け

衣裳 ケー
ス

パ ソ コ ン ・ワ
ープ ロ

517395765422

2，　 減少 した家具類
寧

5．1972年 調 査 時 の み の 家 具類 （％ ｝

1972

（％ 1

1994　　　王99・1− 1972

（％ ）　　 　 1：％
」

電気 こ たつ

鏡 台 類

ベ ピーダ ン ス

ベ ビー一
ベ ッ ド

こ　 ン 　 ！

ち ゃ ぶ 台

ス ト・一プ類

ダブ ル ベ ツ ド

食卓 と椅 子

一人掛 け ソ フ ァ
ー

座卓 ・和 机

整理 ダ ン ス

．
ド 駄 箱

飾 り 棚

テ ノ ー
テ
ー一

プ ル

こ二段 ベ ッ ド

l122392224004

｝

66

0044942262539311
｝
⊥

　

−
　
　
　

　

　

　
　
　　
l
　

　

　
　
　
　

　

　

l

459917

了

358686300

56

　

619

4

3182

工

1

7633225976428866弓

弓

ヨ

ヨ

弓

愨し
ヨ

ヨ

→

→

→

三

二

ラ ジ オ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 74

フ
．
レ
ー

ヤ
ー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

オ ル ガ ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

衣 　 桁　 　　 　　 　　　 　　 　 19

ソ フ ァ
ーベ ッ

L・　 　 　 　 　 　 　 　 1真

藤 椅 子　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　8

宰5％ 以 k差 の あ る 品 目

い られ る よ うに な り，長 ソ フ ァ
ー

の み に な っ て い く過

程が み られ る ．椅子座家具は室を固定 し，床占有が大

で あ る の で ，限 ら れた室空 間を活かすため に は ，用 い

ら tvt，．くな る結果で あ る．ダ ブ ル ベ ッ ドの 減少 も同様

な こ とが 言え る，

　そ し て ，計量米櫃 （71％ ｝，ワ ゴ ン （39％ 1 と台所

用台 家具 の 保有 が 増加 し，あ わ せ て レ ン ジ 台 が 61％

み ら れ る こ とは ，A 室の 設備言tttが作業台 の み で ある

こ と か ら，作業台 の 不足 を補 い ，収納空問 の 補完機能

をも っ た 台 の 必要姓を高い もの に して い る ．

　衣類収納冢具 は整理 ダ ン ス が減少し、洋服 ダン ス の

増加ばか りで な く，洋服掛け，衣裳ケ
ー

ス と洋服収納

の た め の 最小限 の 機能の み の 家具 もみ られ る よ うに な

っ て い る．衣服を吊り下げ た まま収納す る こ との 必要

性が高ま る なか で，増床で きない た め ，家族 の 成長 に

伴 い ，嵩張 る タ ン ス 類 は 用 い る こ と が で きなくな っ て

い る こ とが 窺 える，

　子 ど も用家具 で は ベ ビーダ ン ス ，ベ ビーベ ッ ド，二

段 ベ ッ ドの 減少と勉強机 と椅子，電子オ ル ガ ン の増加

は，今回 の 方が小学生以 ドの 子どもの い ない 家族 が 多

い こ とに よ る，

　以上 の保有
．
品の 変化を示す と図 4 の よ うに表す こ と

が で きる．A 室の よ う に 台所と し て の 使途が 確立 して

1ユ4 〔444　1・
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1．床座家具 と暖房機器

毟雛 ｝ 一 家具 調 ・ た ・

2．椅子 座家具

鞭湘 一・・V77
一

3．台所 用 台家具

討 量米植

4．洋服収納家 具

　 一一 計量米櫃
　 1”
1＝ 与諺

台

・・ ダ ン ー モ 難郵
5　 子ど も用家 具

三毒三雛≡｝一1難難薦

1972 年 　　　　
一ラ　1994 年

　 図 4 ．保有品の 変化

い る と室 の 用途 に あ わ せ て 関連 の 家具が次 々 求め られ

る が
，
B 〜D 室 は用 途転用 の 必要性か ら椅子 座家具 が

用 い られ な くな k），複数機能 を もつ 家具 や 最少 の 機能

の み の 簡易 な家具 を用 い ，多くの 生活 行為に対応 し て

い く様子 が 窺 え る ．

　一
方 ，電話，パ ソ コ ン

・
ワ
ープ ロ な どは ，元 来 ，床

置 きを想定され て い ない が，実際 に は専用台を用 い て

い た り，床に 直置 きされ て
， 床面を占め て い る ．情報

化 に 伴 っ た新たな床 占有 品 の 出現で あ る ，新 しい 機器

の 導入 ば 限 ら れ た 住空 間 の 中 で 居住性 を変えて い く要

霞 となる．こ れ ら の機器は住宅 に 備 えなけ 九 ばな らな

い 設 備や 空悶規模 の 計画上 の 課題 を示唆す る もの と考

えられ る．

　 4）　家族周期と家具

　i｝基本的 な 家 具 ：家 具保 有数 の 少 な い 15 個未満 の

家庭が 9 家庭 （22年 自fl　6 家庭，今厠 3 家庭）あ る が ，

そ の 9 家庭 で 保有 して い る 家具 を表 3 に 示 した．家族

人数 家族構成 は 表に示す とお りで ，間取 り は い ず れ

も 3K タ イプ で あ る．22年前に は 6 家庭 で は冷蔵庫，

食器棚 ， 整理 ダ ン ス ，扇風機 の 4 種が 6 家庭 共 に ，ス

ト
ーブ ，洗濯機 ，

テ レ ビ，鏡 台，電 気こ た つ ，食卓 と

椅子の 6 種が 5 家庭に保有 され て い た．そ して
， 今回

の 3 家庭で は冷蔵庫，食器 棚，洋服 ダ ンス ，洗濯機，

テ レ ビの 5種が 3家庭共に保有され て い る．こ れ ら の

家具 は 表 1 に示 した ように全体の 傾向に お い て も 95

％ 以上 の 高い 保有率で あ り，年次 変化 が 少な い ．冷蔵

庫，食器棚，洗濯機は 家族生活全体 を支える もの で
，

家族状況 の 影響を受け に くい ，ど の 時代に お い て も家

族全員が使用 する 1家庭に 1個必要な基本的な家具 と

い う こ と が で きる ，

　i1） ラ イ フ ス テ ージで 異なる家具 ：家 族員個人 専用

で 用 い られ る割合 の 高 い 家具，また，複数保有の 高 い

家具 13 種の 家族周期段 階別 の 保有率を示す と図 5の

とお りで あ る．ベ ビーベ ッ ド，ベ ビ ーダ ン ス は乳幼児

期 に ，二段 ベ ッ ド，勉強机 と椅子，ピア ノ
・
電子 オ ル

ガ ン ・オ ル ガ ン は就学時以降 に 保有 さ れ て い る，そ し

て ，勉 強机 と椅子 は就学児数に 比例 して 増加 し，二 段

ベ ッ ドは 子 どもが 2 人以 上 に な る と保有 され，本棚は

就 学時以降増加する．また，ピア ノ な どの 大型の 楽器

は 女子 の 方が保有率が 高い ．ス テ レ オ，パ ソ コ ン ・ワ

ー
プ ロ も今回調査 で は高学年か ら保有 され て い る ．そ

し て ，本棚 を除 い た就学時期 の 家具 は そ の期 を過 ぎる

と保有 され な くな る ．今後は使 途 を終えた こ れ らの 子

ど も用家其の 処分 の 形態が課題とな るもの と考えら れ

る ．仏壇 は老夫婦期 や 高齢単身期で の 保有率が高 くな

る 傾 向 で あ る．今回調査か らも明 ら か な こ とは
5

，こ

れ らの 家 具類 は家族周期 との 関係 の 大 きい 家具で あ る．

　 tii）複数保有され る 家 具 ： テ レ ビ，洋服 ダ ン ス ，整

理 ダ ン ス ，扇風機の 複数保 有品 は 子 どもが小 ・中 ・高

校生期 や 成人期 に 最大に な り，家族員 の 成長や増加 に

よ る専用化や室の 用途 の 固定に伴 い 増加 して い る ．こ

れは 家具 な どの 耐久消費財 の 入手の しや す さや 形 態
・

仕様 の 多様 さ ば か り で な く，家族員そ れ ぞ れ を重視 し

た住生活 の 結果，種 々 の 家具 や 機器が家族員 の 生 活行

動 に伴 っ て 専用 で 用 い られ る よ うに な り，同
一種の 複

数保有が促 さ れ た こ とに よ る．

　 鈴木
5
は 1967年に 実施 し た 日 本電信 電 話公社 ア パ

ー
ト住 み 方調査 に お い て ，家族 周期 と家具 の 関係か ら

ラ イ フ サ イ ク ル と無関係に 購 入 され る傾向に あ る 家具

を基本家具，ラ イ フ サ イ ク ル と の 関連で 購入 され る傾

向の あ る家具を ラ イ フ サ イ ク ル 家具，前 二 者を複合 し

た性格を もつ 傾向の ある家具 を弱ラ イ フサ イ クル家具

　と家具を 大 別 し て い る ．今 回 の 調 査を当て はめ て み る

　と，基本家 具に 電気 こ た つ や ミ シ ン もあげて い る が ，
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表 3．家具保有数 ］5個未満 の 家庭で 保有 して い る家具 の 種類

q ⊆｝12 …

　 3人 　　　　　　　3人 　　　　　　　4 ノ丶　　　　　　 4ノ丶
夫 婦 と 乳幼 児 　　 夫婦 と 乳幼 児 　　 夫婦 と乳 幼児 　　 夫罎 と乳 幼 シ見

　 3人

」：婦 と高校生

2人

老夫 輔

1 冷 轂 盧

2．食 器 櫻

3．整 理 ダン ス

．1．扇 臥 機

5．ス トーブ

6．洗 濯 機

丁．テ ン ビ

s．鏡 　 台

9．電気 こ た つ

10．食 屯 と掎 「

il．洋 瞭 ダ ン ス

12，卜 駄 機

［3、ミ シ ン

14，一

｝5．−

16．−

17．−

18．ス テ し 才

19．−

20．−

21．−

22．−

23．一

三4．一

，5．一

−↓
’
亠
　1亠　1．」　「．」
1」
−
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】
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食 器 ｛tS　 1 　隻 器 棚

整理 ダ ン ス 　 ［　 整理ダ ン ス

扇 風 接 　 1 　扇 虱 鷹

ス 1
・一プ 　 　 　 　 ス ト

ー
プ

洗 i鐸 餐　 　 　 　 　 　 洗 ．藍 機

テ 、 ご 　：
’ゆ　　　　　　’
魏 　 rr 　 I　 親 　 が

電 気 こ たつ 　 三　 電 気 こた つ

食卓 ヒ椅 」

「「
　 　 　 　 　 　 食・；（と椅 1：

職 ダ ．． 1
　 　 　 　 　 　 卜

．
駄 禧

　 　 　 　 　 　 く　ン 　ノ
「．r・ふ 台 　 　1

　 　 　 　 　 　 4ζ 　 朔

　 　 　 　 　 　 尅強机と碕 d
’

ヘヒ
ー

ダ ン ス 1

、．亠
層．亠
1

i

−

工

lL

ー

ユ

噛
ノ　
ー
7　7 　

ヒーrrく　ノ　ド　：

冷 蔵 布

ft 器 棚

整理 ダ ン ス

弼 風 機

テ レ ビ

鏡 　 台

電気こ た つ

食．卓 ヒ接子

耗 ダ ン ス

躱 笹 了
．

仏 　 漕

摩 　 直

1111

L1

．（
、．亠
1

1

層−亠
｝
　．．卩 14 個 13 個 1．1 「’． 13 咽 凵 隲 12iu
「IF9．1

　 3 人 　 　 　 　 一：人

夫軅 と乳幼 児 　 丿こ婦 と乳 謝 巳

　 1 ノ、
高齢 唾 身者

i．冷 蔵 癖

2．貪 器 棚

3．洋 服 ダ ン ス

4．洗 濯 機

5．テ レ ビ
【

　 　
ρ点

　 　 　 工 ．b，　親 　 　 11

7，
δ．鵯 風 機

9．整 理 ダ ン ス

lo．　 h，｛ 　 棚

凵 ．計 量 衆櫃

12．レ ン ジ台

ユ

ー

ー

ユ

ー

1

家 具調 こ たつ 1

工

ll

ー

ユ

LO ．へ と 一ダ ン ス 1

14，
15、
il｝．　 ．．

17．−

1δ．−

19．一．

21，　
一

ス k 一プ 　 　t

冷 蔵 庫 　 1

食 器 棚 　 1
羊骰 ダン ス 　 2

洗 撮 磯 　 ］

テ レ ビ 　 1

競 台 　 　 1

家 貝調 こ た つ ≧

研 風 撻 　 1

サ イ ドボ
．・

ド ユ

冷 哉 寧

f 駻 艤

洋 服 ダ ン ス

洗 idet機
テ レ ビ

警理 ダ ン ス

本 　 動

食卓 と 椅 す
：

9a　1．ン ス

電 話 台

i
ム 　 牌

F 駄 箱

1
　　
り一
　

L」

上

1

．
τ
二
F N 置 10 個 13 鰭

三16 ．446
’
，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

公 営住宅居住者 の 耐久消費財 軋主に 家具 ）の 保有の 現 状 と 課 題

　 　 　 駕

 
1°°

「
一 』

　 　 　 　 　 弩

　 　 　 　 1DO11
　 パ ソ コ ン ・
　 ワ ープロ

ベ ビー
ダンス

o　 　 　 　 　
− 一・

　 　 123 　 456
100　 　

− 一一 一
　 　 　 　 　 　 　 　 「

　 　 　 　 　 　 　 　 −1

o
　 　 l23 　 456

遍鉦「

軸 L驫
ユ 23 　 45 　 6

雌

「二
’「

1

140

　 　 loo
勉強机と

　 　 骭

輔

0
　 1　 2　 3　4　5　 6
100

oL −
　 　 12 　 3
100．・一一

45 　 6

。
驫」副

蝦

硼
讐

島

睡
…

　

DO

　

　

O

　

ユ

ス

　

　

ン

　

　

タ

　

　

和

　 　 1ee
洋服 ダン ス

lQO

c

　 　 lM
整理 ダン ス

　 　 　 O
　 　 　 　 l23 　 45 　 6

髣〆
オル ガ ン

　 　 　 0
　 　 　 　 123 　 45 　 B　 扇 虱槻

・ テ ・i°°

「

　　　。
贐 皿 

　 　 　 　 12 　3　 45 　 E．

100

123 　 45 　 6

0
　 1　 23 　 45 　 G
180

loo

　 　 　 　 0
　 　 　 　 　 　12 　 345 　 6

図 5．家族周期 と家具保有率

醺　1972 年
阻NIl994 年

1　：三長壘帚 （規 σ＞q三歯翁35歳

　 未満、1972 年のみ）
2 ：夫婦と長子力黝 児
31夫婦と長子hV］N ・中・

縦
4 ．夫婦と．艮子が成人

　 　 　 （ig94 年の み）
5 ．夫婦 （夫婦の 年齢 45 歳

　 以上、1994 年の み）
6　．単賭 （45 翩 ＿ヒ、
　　　　1994 年の み）

今回訳査 で は ミ シ ン の 保有率は 低 く、該当しな くな っ

て い る 、また ，電気こ た つ は複合機能を持ち高級化 し

た 家具調 こ た つ へ と 移行 して い る．そ し て 、洋服 ダ ン

ス は 基本家具 で あ っ たが弱 ラ イ フ サ イ ク ル 家具 に な り，

こ の 分野 の 家具が増加する傾 向で ある．

　（4） 室別家具 数と設 置率

　1）　室別家具数

　表 4 に は表 2 に あげ た家具 をもとに 室別間取 り 別平

均家具数 と両調査 で 保有率 2割以 ヒの 家具 の 設置率を

示 した ，今回 の 家具数は 3K タ イ プ で は A 室 が 最 も

多 く 5．3個．C，　 D 室 とも4．7個 で こ れ に次 い で い る ．

3DK タ イ プ も A 室が 最 も多 く 5．6 個 ， 次 い で D 室

4，1個，C 室 3．7 個 で あ る，そ して ，　 B 室は両 タイプ

ともに 最 少 で 2．5 個，2，8 個 で あ る ，室別平均家具数

は 3DK タ イ プ の C ，　 D 室 以 外 は 22 年前に 比 べ て ，

今回 の 方 が多 くな っ て い る．

　2、　室別設置率

　表 4 か ら室別 間取 り別家具設置率をみ る と，A 室に
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は レ ン ジ台，ワ ゴ ン ，食器欄，冷蔵庫，計量米櫃 や食

卓 と椅子，などの 調理用．食事用 の家具 の 他に，玄関

で もあ る の で 下駄箱が、また，建築時 に洗 濯機置 き場

が 設 け ら れ て い な か っ た ため に，洗濯機が置 か れ て い

る，A 室 に置か れ る家具類は設置率が高 く，他室 に 置

か れ る こ と は少な い ，両 タ イ プ ともに A 室 の 設 置家

具 の 種類や 設置率は 22 年前 と ほ ぼ 同傾向を示 し，食

に 関す る 家具の 変化は少 ない ．こ れ は A 室 の 使途が

台所 と し て 確立 し て い る こ とに よる ，3DK タ イプ で

は 食卓 と椅 了
．，ワ ゴ ン が 多く，洗濯機，下 駄箱が 少な

い こ とは DK として の 機能を重視して い る傾向で あ る．
一

方．3K タ イプ で 22年 前 に 比 べ て 洗濯機 の 設 置率

が高 まっ て い る の は以前 に は バ ル コ ニ
ー、その 他 に 置

か れ て い たもの が給排水設備，家事労働 との 関連性や

浴室 へ の 動線か ら A 室に置か れ る よ う に な っ て い る

こ と が 窺え る．B 室 は 22 年前で は ミ シ ン ，勉強机 と

椅子，本棚の 設置率が 高く，就学前後の 子ども室，衣

に 関す る 家事室や若夫婦 の 寝室 と して 用い ら れ て い た

が ，今匝 は 内 タ イプ と もに ミ シ ン は 減少 し，勉強机 と

椅子 、本 棚 の 他 に 3DK で は タ ン ス 類 の 設置率 が 高 く

な っ て い る こ とは ，就学後の 子ども室 として ばか りで

な く，納戸 と して 用い られ よ うとす る様子が窺える．

C 室 に は 22年前 に は 座卓 ・和 机，テ レ ビ．ス テ レ オ，

サ イ ドボ
ー一

ド
・
飾 i）棚 が 設置され て い たが ，今回で は

家具調 こ た つ が 加 わ り，団 ら ん や接客を行っ て い る こ

とが 窺 える ．D 室 に は 仏壇，本棚，タ ン ス 類，テ レ ビ，

鏡台類が 置かれて お 1），こ の 部屋 は ，就寝
・
更衣 に使

う と共 に祭祀行為に も使 用 され て い る こ と を窺 わ せ て

い る ．3K タ イ フ
：
で
）’
ム壇が 多い こ とは 老夫婦が多い こ

と が 閣係 して い る，

　 3DK タ イ プ で は タ ン ス 類 が D 室か ら B 室へ 移 り．

逆 に，勉 強机 と 椅 丁
．や 鏡台類 が B 室 か ら D 室に 移行

して い る．こ れ は D 室 の 方が 広 い こ と に よ る．

　 本棚は B − D 室 に 分散 して 設置 され て い る が 、勉 強

机 と椅子は B 室に，テ レ ビ は C 室 に ．タ ン ス 類 は D

室に最 も多 く設置され て い る．B 〜D 室 か らは ミ シ ン ，

ベ ビ ーベ ッ ド，ベ ビーダ ン ス ，ソ フ ァ
ー

類，ちゃ ぶ 台，

座卓 の 設置 も少な くな っ て い る．

　 ミ シ ン は，ポ ータ ブ ル が 主流に な り，必要な時以外

は押入 に 納 ま り， 床面 を占め る 家具 で な くな っ て い る．

　   　必要 と しな い 家具， 愛着 の あ る家具

　 表 5 に 今 回 調査 に おけ る 必要 と し ない 家具 や愛着の

ある家貝・な どの 家具意識 を示 した．現在必要 と しない

家具 と して は，和 ダ ン ス ，ス ト
ー

ブ類な ど があ げ ら れ

る ．そ して，こ れ ら は愛着が あり捨て られ ない もの で

あ り、夫や 妻 の 実家 な どの 現住宅 以 外 に 別置 され て い

る もの で もあ る．こ れ らの 家具 の 多くは 婚礼調度品 で

あ り，大型で耐用年数が長く，入手価格 も高額 で，さ

らに 長年 の 家旗の 歴史 を語 る もの と して ，経1斉的価値

との 関係 か ら捨 て ら れ ない もの と な っ て い る．し か し，

そ の 数 や 種類 は 22年前 に 比 べ て 少な い 傾向で ，その

都度，必要なもの を求め て行こ うとす る様子が窺 える．

和 ダ ン ス は 目常的 に 用 い ら れ る もの で は ない ため，買

い 足 され る 家庭が あ る一
方 ， 必要 と し な い 家庭 も出 て

くるもの と考え られる．

　
一一7」

’
，現在欲 しい 家具 は 洋服 ダ ン ス ，整理 ダ ン ス な

どの 衣類収納家具 や洗濯機，冷蔵庫，ス テ レ オな どの

大型 で性能 の よ い 新機種である ．家庭電化製品は買換

えを希望 して い る こ とが 窺 え る．また ，椅丁
・
座冢 具 の

導入 も希望 して い る こ と か ら、椅子式の 生活 を望ん で

い るが，住宅 の 規模，部屋数 の 点か ら叶え ら れ ない で

い る こ と を窺わ せ て い る ，

　（6） 事 　例

　前lnl調査時　1972．） か ら今回の 調査時 119941） まで

住 み 続 け て い る 家庭は 3K タ イ ブ で 9 家庭，3DK タ

イ プ で ・1 家庭，計 13 家庭 で ある，こ れ ら の 家庭 の 使

用窺 や 保有家具 の 変化特性か ら生活の 変容の 要因を明

らか に す る．

　 P 　 家族 の 変化

　 家族の 変化は 表 6 に 示 す よ うに ，22年 の 問 に 家 族

人数が 増加 し た の は 4 家庭，減少は 6 家庭，変化な し

は 3 家庭で あ る，そ の 家族の 増加要因は，出 生児の 増

加，減少 は イ
・ど も の 成艮独 立 や 配偶者の 喪失に よ る も

の で 、変 更な しは 夫婦 の み の 家庭 と，世代交替に よ る

もの で あ る、今回 は 夫婦，了
．ど も 共 に 年齢 が あ が り，

核家族 で は あ る が，子 ど も独立離家直前の 成 入 中心 の

家族構成 とな っ て い る．

　 2）　 生 活行為室

　 3K タ イ フ の 食事室は前回調査 で は 3 食共 に 同室 が

7家庭で あっ たが ．今回は 9 家庭 とも 3 食同室とな っ

て い る．そ して ，食事室 を 変 更 し た 家 庭 は 7 家庭 で あ

る．C，　 D 室 へ の 移行 は 家族 人 数 の 増 加 と単身者に よ

り，逆 に A 室 へ の 移行 は 家族人数 の 減少 に よ る．一方、

3DK タ イプ で は 3 食 を 同室 で と っ て い る の は，前回

4 家庭す べ て で あ っ たが ，今回 は 3家庭 に 減少して い

る．A 室が食事室として 用 い られ て い る が，　 C 室へ の

移行 は 夫婦の み の 家庭で 現れ ，高齢 に な る と くつ ろ ぎ

の 食事は C 室へ 移っ て い る こ とが 窺 え る．3K タ イプ
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表 4，室別間取 り別平均家具数 と 設置率の変化

3K タ イプ 3DK タ イ プ

1972 1994　　　　
「
94　−’72 1972 1994　　　　’94−

’
72

　　平均 家具 数

　　 1，レ ン ジ台

　　 2 洗 濯 機

　 　 3．ワ ゴ ン

A
　　 4．食 器 棚
室
　　 5．冷 蔵 庫

　　 6．計量米櫃

　　 7．食卓 と椅子

　　 8，下 駄 箱

4，4 個

　 o％

619187JOO

ユ 09797

5．3｛匳　　　斗 　0．9 ｛固

　 97　 　 † 97％

　 δ7　 　 →・26

100　 　 ＋ 9

　 86　 　 −．
｝

　 97　 　 −．3

　 95　 　
−− 4

　 82　 　
− 15

　 5ユ　 　
ー．46

平均家具 数

1，レ ン ジ台

2．食 器 棚

3．冷 蔵 庫

4、計量米櫃

5．食卓 と椅子

6．ワ ゴ ン

7．洗 濯 機

8．下 駄 箱

5，5 個

　 O％

9610010010DlOD22100

5，6個 　 ＋ 　O、1個

1QO％ 　　十 IOO％

97 　 　 十 　 1

100　 　 　 　 0

100　 　 　 　 0

100　 　 　 　 0

100　 　 　 　 0

20　 　
−
　 2

71　 　
− 29

　　平均家具数

　　 1，整理 ダ ン ス

　　 2，勉強机 と椅子

　　 3．本　 機
B
　 　 ・1，ミ　シ　ン
室
　　 5．ダ ブ ル ベ ッ ド

2ユ 個

　 gqb46354774

2．5｛固 　　→
−
　0．4f固

1896　　　
．
十
一
　｛　96

53　 　 r− 7

35　 　 　 　 0

33 　 　
−−1・1

平 均家具数

1．三 段 ボ ッ クス

2．和 ダ ン ス

3．洋服 ダ ン ス

4．整理 ダ ン ス

5，鏡 台 類

6，本 　 棚

7，　勉 引蚕キ几とキ奇了
」

8．ミ　 シ　ン

2．8 個

　 096

　 3

　 61531436656

2．8｛固　　　　　0｛固

44％ 　 　十 44％

24　 　 十 2上

24　 　 十 18

24　　 十 　9

24　 　
−

　 7

2｛　 　
− 14

47　 　
一

ユ9

　 8　 　
− 48

　 丁均 家 具数

　　 ユ．家具調 こ た つ

　　 2．鏡 台 類

　 　 3，ス テ レ オ

　　 4，洋服 ダ ン ス

〔】
　　 F，和 ダ ン ス

室
　　 6、テ レ ビ

　　 7，座卓
・
和机

　　 8，整理 ダ ン ス

　　 9，本　 擾

　　10．サ イ ドボード

4，0個

　   ％

244633336949414373

4．7個 　　一 〇．7 個

71％ 　　 − 71％

34　 　 　 − 10

53　 　 −・7

35　 　 一ト 2

32　 　 　
− 1

53　 　 ・− 6

43　 　 　 　 6

33　 　
．− 9

32　 　
− 1三

61　 　
一

ユ2

　

　

　

　

　

　

　

　

〕

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

　

つ

　

　

　

　

　

　

ス

フ

　

た

　

　

　

ス

　

　

ン

ソ

　

こ

オ

棚

ビ

ン

類

糊

ダ

け

錨
聾

・

響
・

葱

家

宀
豕

ス

本

テ

整

鏡

飾

べ

一

勅

L
・

三
4

訊

亀

7

＆

甑

4．0 綱

　 0％

4231702142724256

3，7f固　　
一
　〇，3イ固

86％ 　 十 S6％

57　 　 十 15

32　 　 十 　 1

70　　　　 0

21　 　 　 　 0

32　 　 − 10

58　 　
− 14

　 0　 　
− 42

D

室

串 均家具 数

二，　洋P眼挂トけ

2，仏 　 　壇

3，本　　棚

4．テ 　レ　ビ

5．鏡 台 類

6．　和 ダ ン ス

i．　 ζ　 ン 　 〆

8．整理．ダ ン ス

9．　1羊弓艮タ
「
ン ス

4、1個

　 0％

272225

　i359295061

4．7 個

46％

6235374659264452

← O．6 個

十・t6％
一
ト35

十13
− 12

＋ 5

　 0
− 3
− 6
− 9

平均家具数

三，鏡 台 類

2．勉 弓重書几と椅
一f

3，テ レ ビ

4，整理 ダ ン ス

5、洋服 ダ ン ス

5．和 ダ ン ス

4．6個

24％

lo24637391

4．1個

44％

2726475666

一
　〇．5個

十 20％

十 17
十 　 2
− 16
… 17
− 25

22 年前 と今回の 両 調査 で 保 有率 2D％ 以 tの 家 具 類 の 設 置 率 を示 す，季節用品は 除 く．

の 一一は 保 有率 ID％ 未満の た め，％ 表 示 を して い な い ．

ダブ ル ベ ッ ド，一人掛け ソ フ ァ
ー

1449 〕 ll9
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日
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　表 5，家具意識 ほ 994年｝

2．愛着が あ り捨て られ ない 家具 、個 〕

和 ダ ン ス 　　　　　　　　　 5
．ス トーブ類　　　　　　 　　　 4

洋罷 ダ ン ス 　　　　　　　　　　2

ミ　 シ　ン　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　
’
）

電 気 こ た つ 　　　　　　　　　　っ

ア 　レ　ヒ　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 ワ

そ の 他　　　　　　　　　　12
〔卜駄穂 ・本棚 ・

整 理 ダ ン ス ・計 量

米櫃 ・
食卓 と椅チ ・勉 強 机 と椅子

・

電
．
子才 ル カ

『
ン f也  

和 ダ ン ス

ス トーブ 類

ス テ ン オ

そ の 他

（→野イ ドボ ード

ス 他

　 　 　 　 　 　 　 2

　 　 　 　 　 　 　 2
　 　 　 　 　 　 　 2
　 　 　 　 　 　 　 7
・下 駄箱 ・

洋服 ダ ン

3．現 住 宅 以 外 に 置 か れ て い る家具

　 1涸 1

5．欲 しい 家具一 個
 

4，婚 粍家具 と して の 入 手率
’
％ 1

和 ダ ン ス

鏡 台 類

孝服 ダ ン ス

整理 ダ ン ス

食 器 棚
「

卜 駄 箱

−

冖
ド

主
rJ

ワ冨

6

丁

6
「
コ

443

洋服 ダ ン ス

整理．ダ ン ス

パ ソ コ ン ・ワ ーフ
’
ロ

冷 蔵 庫

洗 濯 機

食 器 棚

ス テ レ オ

テ　レ　ビ

テ
ー

ブ ル

そ の 他

［下 駄箱 ・本 棚 ・

ア
ー

他’

【
r

　冖
〜

　冖
ー

　

ー、
　

4
　
1エ
　

ー
7

　

3
　
つ｝
　」
厂

ス トーブ 類　　　　　　　　　 7
テ
』・

ブ ル 　　　　　　　　　　　 6
和 ダ ン ス 　　　　　　　　　　 4

崩 風 機　　　 　　 　　 　　 　 3

二 段 ベ ン ド　　　　　　　　　 2

サ ／・ドボー
ド 　　　　　　　　 2

下 駄 椿　　　　　　　　　　 2
電 気 こ た つ 　　　　　　　　　 2
そ の 他　　　　　　　　　　14
tt
洋服 ダ ン ス ・ダ プ ル ベ

ノ ド ・
食卓

と椅 寸
t・　t勉 強 机 と椅子 ・鏡台類　楽

器 類他 ；

ベ ッ ド類 ・長 ソ フ

の A 室は 規模 や 間取 りか ら 食事室 と して 確立 し に く

い こ と が，家 族 人 数 の 増 加 に 対応 で き に くくして い る．

　夫婦 の 寝室は C，D 室 で あ る が，子 どもが多く 就寝

分離 を行 うときや単 身者 の 場合に は B 室 が 夫婦室 に

な っ て い る，就学時 に は B 室 は 壬 ども室に な っ て い

る が，丁どもが それ 以 上 の 年齢 に な る と夫婦室 に もな

る，夫 の読書 ・書 き物 に は寝室 と 異な る室が用い ろ れ

て い る ，

　 ア イ ロ ン か け ・
洗 濯物 をた たむ は 3K タ イ フ

．
で は

B 室が な くな 1），バ ル コ ニ
ー

側 の C ，D 室 に な っ て い る．

　団 らん ，接客，そ の 他の 行為室の 変化 は み られ ない ，

　3｝ 保有家具 の 種類

　総家具 数 の 変化は表 6に 示す よ うに，保有数 の 増 加
は 10家庭．減少は 3家 庭 で あ る ，家族．住宅 タ イ フ

．

に 関 係 な く増加 の 傾向で ある．一
度保有 した 家具 は 減

ら す こ とが困難．な様了・が窺える．

　前回調査 で 全 家庭 で 保有 され て い た の は 表 7 の よ う

に テ レ ビ，洋服 ダ ン ス ，食器湖，扇風機，冷蔵庫， ド

駄箱，洗濯機 ．鏡台類，ス トーブ 類 の 9種あ っ た が ．

今回 は テ レ ビ．食器概，和 ダ ン ス ，冷蔵庫の 4 種 に 減

少 し，13 家庭 共通 の 保 イr品 は 減 少 し て い る ，独 立離

家直前 の子 ども専用 と して ，使用期間 が 短 い た め ，某

12C］

本的機能 の み の 筒便な 家具や綴 支機 能を持つ もの へ 買

い 替え て，使用 可 能な 床 面 を保持 し よ うと して い る こ

とカi窺え る ，

　食事関係 家 y．は ，食事室が A 室 の 時 に は食卓 と椅

了
・
が 用 い られる．しか し，A 室以外 で は 床座 家具が用

い ら れ て い る が 、こ れ は 和室で あり，室 の 使途が多様

で あ る こ とと関係 する ようで ある．こ の こ とか ら，A

室 を台所 兼食串室 と して 確 立 す る た め に は，こ の プ ラ

ン 以 上の 規模 と使い 勝手を考慮 した乎面計画が必 要な

こ と が 窺 え る，

　衣類収納家具，台所用台家具，ソ フ ァ
ー
類，冷暖房

機器，ミ シ ン や ワ
ー

プ ロ ・パ ソ コ ン の 保有状況の 変化

は 全体 の 傾 向 とほ ぼ 同様 の 傾向を示 して い る，

　4 ．結　　語

　問取 りの
一

定 した 住宅 に お け る 耐久消費財
’
の 保有 ・

使用状況，室の 使い 方 の 変化 を把握 し，家族生活，住

宅 タ イプ をめ ぐ る 課題 を明 ら か に す る た め ，公 営住宅

居住者を対 象 と して 22 年前 ［1972年 ノ 調査と 比較調

査を行 い ，次 の ような知見 を得 た．

　〔1） バ ル コ ニ ーや い りか わ に 面 し た 日当た りの よ い

室は，間取 りに 関係な く，台所に 近 い 室が家族の 公的
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表 T．事伍調査家庭 の 保有数の 変化

1972
’
儷 ・

］994
．個 1

テ 　レ　ビ

洋 1疑 ダ ン ス

食 号＃ 棚

和 ダ ン ス

扇 風 薩

冷 蔵 車

整理 ダ ン ス

下 劇、箱

本　　弸

家具 調 こ た つ

洗 濯 機

鏡 台 類

ス ト
ー

ブ 類

R 　 ン　 　ノ
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用 い られ るが，そ れ 以外の 室で は ち ゃ ぶ 台 ，座 卓，家

具 調 こ た つ の 床座家具 と なる，また，公的空間で は 多

様な生 活行為 に 対応 す る た め ，ソ フ 7 一
類 やベ ッ ド類

の 搭 了
．
座家具が 用い ら れ な くな っ て い る．食事用家具 ，

ソ フ
ワー

類，ベ ッ ド類 は間取 り，室規模の 影響 を受 け

やす い ．

　tの 　家庭 で 保有 され て い る 家具は 1 家庭 に 1 個保有
．

され て い る洗濯鰻，冷蔵庫，食器棚 の 基 不 的 な家具が

あ る ．そ し て 、ベ ビ ーベ ノ ドや 勉強机 と椅 了な ど の 子

どもの 成長期や仏壇 の ような高齢期で保有 され る ラ イ

フ ス テ ージ で 保有 の 異 なる 家具がある 、さら に ，家族

人数や 室の 状況 に よ っ て 保 有数 が変動 し，1 家庭に 1

個以上 保有 され る 家具 があ る ，基本的な家具 た め の 空

間確保 と家族状況 に よ っ て 保有 が 変動す る 家具の 処分

シ ス テ ム の 確立 が 求 め ら れ る，

　劇 　パ ソ コ ン
・

ワ
ー

フ
．
ロ の よ うに，時代 や 社会状況

に よ っ て ，新 た に 保有さ れ る家具や機器がある，ま っ

た く新た な機能を備え た機器の 保有 は 住宅内 に 置き場

所 を確保 し な け れ ば な ら な くな る．

　（ai，　1］ 22 年前 に 比 べ 今回 は 簡易な 家具や複 数機能 を

囀えた 家具が増 加 し，椅子座家貝 が 保有 され な くな っ

て い る ．

　（711，前回調査時 か ら住 み 続け て い る 13家庭 の 家族，

住 み 方，保 有家 具 の 変化 に つ い て は ほ ぼ 全体 の 傾向と

同様 で あ っ た ，

’
事構 対象全 家庭で ある ：3家庭で 保有．

空間 とし て，他力
．
．奥 ま っ た 室 が 就寝 や祭祀 の た め の 襌、

的空 間 と し て 用 い ら れ る 、3　DK タ イ プの A 室 は 食 串

室 と L て 用い られ る 割合 が高 い が ，食事室 は 室規模 、他

室 との 続 きカ，家族構成、食事の 摂 り方 に よ っ て 変わ る．

　（12） 家具の 設置率 が 高 く，玄関，浴察 の 入 りLJを兼

ね て い る A 室 と 狭小 な B 室は 家具 配 置 の 上 か ら も課

題 が 多い 、特に ．3K タ イ プ は
1
卜面計画．L の 課題が 多 い ．

　t3）　各室 に お け る 家具 の 配置数 や 設 置率は ，そ の 室

の 生 活行為 に 対 応 して 決 まる よ うで ある、そ の ため ．

食事用家具 は DK として確立 して い る と食卓 と椅
．f一が

　な お 、本研究 の
．・
部は 日本家政 学 会平成 7 年度大会

に て ，発表 した．
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